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縣
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．
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家電||リサ イクル法が
1始 まります

家電 リサイクル法 (特 定家庭用機器再商品化法 )は 、一般家庭わ事業
=二

tら ,E出 さ

れる特定の家電製品 (特 定家庭用機器/エアコン・テレビ・冷蔵庫 ・洗選費が対象

の有効な部品や材料をリサイクルして廃棄物を減量 、資源の有効チ」署 尾球環境問題

を改善するために作られた法律です。

家電リサイクル法は、消費者・家電小売店・家電メーカーがそれぞれの

役割をはたしながら協力して成り立つものです。

(1'適 正な引き渡し .1自 らが過去に小売した対象機器の引き取

一躍

辟
詢
閂
櫛

消費者は、買換えや不用になった等で対象費姜そ言き
=っ

て

もらう場合は、リサイクルに必要な費≡こ _売 三tヽ 一カー

指定引取り場所に運ぶための費用を負[し ます :

小売店が店頭表示等でお

知らせします。 ”一”一師一郡

”一中一岬一か

工
一一二
冷
一洗
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基本的には:消費書か負担すること
になります。 | ■■ ‐

消費者が小売業者に支払う収集・運搬料金は、

それぞれの小売業者で額を定めています。小売業

者の店頭などで確認 してください。

消費者が家電メーカー等に支払う再商品化料金

(主 な家電メーカーが公表した料金)は 、冷蔵庫
4600円 、エアコン3500円 、テレビ2700円 、洗濯機
2400円 とされています。この料金は、小売業者を

通じて家電メーカー等に支払われます。

‐■|1澤轟雛曲懇薯ti裏
過去に家電製品を買った小売業者に連絡すれば、

家まで引き取りに来てくれます。
買い換えの場合は、新しい製品を買う店に引き

取りを依頼します。

A
小売業者から家電メーカー等に引き渡された廃棄家電製品は、家電メーカー等の再商品化施設で再商品化

できる部分とできない部分に分けられ、できる部分は新 しい製品の部品や原材料、燃料などの熱源として再
利用されます。

ェテ雪多1奪轟菫FI繁:警F翼鍵機

469-
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家電リサイクル法により

狂亜 菫  I亜:互董壼亜壷五五亜亜亜≡:]

家電リサイクル法により4月 1日 から、テレビ 0冷蔵庫・洗濯機・

エアコンは「粗大ごみ」では、なくなりますので各地区のごみ集積場

所への排出及び岩丼こみ処理場への搬入はできません。

また、各地区集積所へ排出するすべての粗大ごみには地区名・氏名

を必ず記入してください。

(粗 大ごみを出す際の記入例 )

◆紙などにマジ ァクで記入 し、

テープで貼 り付ける。

◆ガムテープを貼 り付け、マ ジ

ノクで記入する。

◆直接、マジノクで記入する。

II夏涯藍И西亜亜亜雪【III夏裏憂麺憂憂   :I
昨年 4月 1日 かし実施されている資源ごみの分別収集においては、皆 さんのご協力によ

り順調に行われています。これまでの成果として燃やせるごみ量の比較 ヒリサ イクルされ

た資源ごみの量を紹介します。

比  較   1  40i740k9

鰺盗麒
鸞 ⑮ 瘍̈

ペ ノトボ トル

-46g



冬
の
夜
空
に
２５０
発
の
花
火

十
二
月
三
十

一
日
か
ら

一
月

一
日

に
か
け
て
、
し
～
う
』
ん
ど
海
遊
館

に
お
い
て
二
十

一
出
紀

へ
の
カ
ウ
ン

ト
ダ
ウ
ン
イ
ベ
ン
ト

「
し
～
う
ら
ん

ど
お
正
月
元
気
ア
ッ
プ
０１
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
そ
ば

お
正
月
元
気

ア

や
お
で
ん
の
コ
ー
ナ
ー
が
な
ら
び
、

ゴ
ブ
リ
ン
さ
ん
の
も
の
ま
ね
ミ
ニ
ラ

イ
ブ
や
生
バ
ン
ド
演
奏
が
行
わ
れ
る

な
か
、
村
内
外
か
ら
三
百
三
十
人
が

会
場
に
駆
け
付
け
、
新
世
紀
を
待
ち

ま
し
た
。
二
十

一
世
紀
が
近
づ
く
に

ッ
プ

＝
に
３３０
人

つ
れ
、
会
場
全
体
が

一
体
と
な

っ
た

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
を
開
始
し
て
、
陛

紀
の
瞬
間
を
迎
え
ま
し
た
□

世
紀
が
代

っ
て
か
ら
は
、
高
松
村

長
ら
が
鏡
開
き
を
行

い
、
升
酒
が
会

場
に
配
ら
れ
る
と
同
時
に
二
百
五
十

発
の
花
火
が
冬
の
夜
空
に
打
ち
上
げ

ら
れ
、
参
加
者
を
魅
了
し
ま
し
た
□

そ
の
後
、
プ
レ
ゼ
ン
ト

コ
ー
ナ
ー

や
海
遊
館
内
で
の
水
中
パ
ラ
パ
ラ
ダ

ン
ス
が
行
わ
れ
、
二
十

一
世
紀
の
幕

▲豪華賞品が当たりま丸「ジャン・ケン・ポン」

5 回ιチろ

盛
り
上
が
り
を
見
せ

等
と
マ
リ
ン
バ
に
よ
る
巧
み
な
演
奏

一
月
十
三
日
あ
す
な
ろ
ホ
ー
ル
に

お

い
て
、
事
と

マ
リ
ン
バ
に
よ
る
新

春

コ
ン
サ
ー
ト
が
開
か
れ
ま
し
た
。

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
い
た
の
は
、
弘

前
市
在
住
の
対
馬
文
子
さ
ん
と
五
所

川
原
市
在
住
の
小
畑
智
恵
さ
ん
の
二

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
あ
す
な
ろ

ホ
ー
ル
の
有
効
利
用
と
音
楽
鑑
賞
に

親
し
ん
で
も
ら
う
た
め
に
開
か
れ
た

も
の
で
、
対
馬
さ
ん
が

マ
リ
ン
バ
を
、

小
畑
さ
ん
が
事
を
演
奏
し
全
十
曲
を

７０

人

を

魅

了

演
奏
。
争
と
マ
リ
ン
バ
の
巧
み
な
演

奏
で
、
会
場
に
詰
め
か
け
た
七
十
人

を
魅
了
し
ま
し
た
。

健
康
度

の
違

い
を

明
ら
か
に

海
遊
館
会
員
が
体
力
測
定

日
間
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
体
育
館
で
、

し
ヽ
う
ら
ん
ど
海
遊
館
の
会
員
が
体

力
測
定
を
行

っ
た
。
体
力
測
定
は
、

現
在
の
体
力
と
、
海
遊
館
を
利
用
し

た
後
の
健
康
度
の
違

い
を
検
証
す
る

体
重
な
ど
を
含
め
二
十
六
項
日
を
測

海
遊
館
の
高
梨
支
配
人
は
、
「海
遊

館
を
利
用
す
る
前
と
利
用
し
た
後
の

違

い
が
明
ら
か
に
な
る
は
ず
」
と
語

り
、
今
後
も
定
期
的
に
実
施
す
る
予

‘́．疋
〓豪雪で警戒対策本38を設置‐

村では、 1月 2'日 付けで二肇識■:"助役を本部長と,そ、|
「市博F・l豪雪警戒対策本部Jを設置しましたよ村の対象本部
設置は、子盛3年 1来 0年|,lt ll l   l ll・ |

2月 20日 現在の村の1累積降雪量は338センチとならている
`雪に関するキ問

vヽ
合わせⅢI=雪 1戒対策本部事務局の役

場建設課まで。       ■: ||‐ ||‐ |‐  ‐ |||‐
(電話 壼62■ 2111)
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わ
が
家
の
き
ま
り
つ
こ

一■
一
家
族
経
営
協
定
の
調
印
式

―
ル
で
家
族
経
営
協
定
の
調
印
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

協
定
を
交
わ
し
た
の
は
、
水
稲
二

十
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
大
豆
七

・
八
ヘ

ク
タ
ー
ル
を
作
付
け
し
、
複
合
経
営

を
行

っ
て
い
る
経
営
者
夫
婦
の
秋
田

谷
長

一
郎
さ
ん
、
妻
の
催
子
さ
ん
、

後
継
者
の
和
智
さ
ん
の

一
家
三
人
。

村
農
業
委
員
会
村
元
則
美
会
長
、

金
木
農
改
普
及
セ
ン
タ
ー
泉
和
夫
所

長
が
立
ち
会

い
の
も
と
、
協
定
書
に

署
名
、
捺

（な

つ
）
印
し
た
．

家
族
経
営
協
定
は
、
家
族
間
の
自

由
な
意
思
に
基
づ

い
て
、
個
々
の
役

割
分
担
、
労
働
時
間
、
休
日
な
ど
の

就
業
条
件
、
所
得
配
分
の
ル
ー
ル
を

明
確
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
農
業
経

営
に
対
す
る
意
欲
の
増
進
と
能
力
の

向
上
、
さ
ら
に
は
生
活
の
安
定
の
促

長
浜
の
海
岸
に
、
オ
ウ
ギ

ハ
ク
ジ
ラ

の
死
が

い
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
役
場

で
現
地
を
調
査
し
た
結
果
、
雌
の
オ

ウ
ギ

ハ
ク
ジ
ラ
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

ク
ジ
ラ
の
漂
着
は

一
昨
年
三
月
、

昨
年
二
月
に
続
き
三
年
連
続
と
な
る
。

漂
着
し
た
ク
ジ
ラ
は
、
体
長
が
約
五

メ
ー
ト
ル
、
重
さ
は
約

一
ト
ン
と
推

ク
ジ
ラ
は
、
漂
着
原
因
究
明
な
ど

の
貴
重
な
資
料
と
な
る
た
め
、　
一
月

二
十
日
に
国
立
科
学
博
物
館
の
山
田

格
研
究
官
に
よ
る
解
体
作
業
が
行
わ

進
を
は
か
る
こ
と
を
日
的
に
し
て
、

県
農
業
会
議
な
ど
が
推
進
し
て
い
る

事
業
９

秋
田
谷
さ
ん

一
家
の
協
定
書
は
、

「
わ
が
家
の
き
ま
り

っ
こ
」
か
ら
始

ま
り
、
「
み
ん
な
で
け

っ
ぱ

っ
て

。
た

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
労
働
時
間
、
営
農
分

担
な
ど
を
盛
り
込
ん
で
い
る
。
家
族

の
福
利
厚
生
に
関
し
て
は

「
健
康
管

理
に
は
お
互
い
に
気
を

つ
け
、
総
括

的
な
こ
と
を
催
子
が
行
う
」
な
ど
徹

底
し
た
経
営
管
理
と
健
康
管
理
に
配

慮
し
た
協
定
と
な

っ
て
い
る
．

れ
、
調
査
研
究
の
た
め
ク
ジ
ラ
の
骨

や
内
臓
な
ど
を
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

卜
漂
着
し
た
オ
ウ
ギ
ハ
ク
ジ
ラ

村
の
農
業
講
座
が
三
日
間
の
日
程

で
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
か

れ
、
農
業
生
産
者
ら
五
十
二
人
が
受

講
し
、
農
業
生
産
に
関
す
る
ポ
イ
ン

ト
を
学
ん
だ
。

金
木
地
区
農
改
セ
ン
タ
ー
職
員
ら

が
講
師
と
な
り
、

ハ
ウ
ス
栽
培
の
ポ

イ
ン
ト
な
ど
七
講
座
の
講
義
が
行
わ

農
業
、
農
村
を
取
り
巻
く
環
境
は

米
価
の
低
迷
や
農
村
の
過
疎
化
、
高

齢
化
の
進
行
な
ど

一
層
厳
し
さ
を
増

し
て
い
る
。
今
回
の
講
座
は
、
稲
作

と
併
せ
、
大
豆
や
花
き
栽
培
の
複
合

経
営
に
よ
り
農
業
所
得
向
上
を
め
ざ

し
、
今
後
の
市
浦
型
農
業
を
確
立
さ

せ
る
こ
と
を
目
的
に
開
か
れ
た
。

稲
作
に
つ
い
て
の
講
座
で
は
、
ゆ

め
あ
か
り
の
特
性
、
除
草
剤
の
効
果

的
な
使

い
方
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
の
講

義
が
あ

っ
た
。
ま
た
、
今
年
の
十
支

「
巳
年
」
は
明
治
三
十
九
年
か
ら
九

回
あ

っ
た
が
、
平
均
作
況
指
数
が
８６

と
非
常
に
低

い
と

で
■
ア
ー
タ
の
報

告
も
あ
り
、
受
講
者
は
講
師
の
話
し

に
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
た
．

□

誇
一奔
一』
鍵
提
一一
卜̈
」

市
浦
型
農
業
確
立
を
め
ざ
し
農
業
講
座

巳
年

の
平
均

作

況
指
数

は

『
８６
ぢ

・

▲協定書 を読み上げる秋田谷和智 さん

▲農業生産のポイン トを学んだ

高
加
入
率
達
成
で
表
彰

平
成
十
二
年
度
青
森
県
交
通
災
害

共
済
で
高
加
入
率
を
達
成
し
た
優
良

団
体
が
表
彰
さ
れ
た
。
市
浦
村
か
ら

は
、
相
内
小
学
校
、
ア
ト
ム
保
育
園
、

相
内
年
金
の
会
、
桂
川
町
内
会
の
四

団
体
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
平
成
十
三
年
度
の
加
入
申
込

み
を
受
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

加
入
さ
れ
る
よ
う
お
勧
め
し
ま
す
「

▼
お
問

い
合
わ
せ
先

役
場
総
務
課
ま
で

（
ａ
六
一
一―
二

一
一
〓

表
彰
団
体

ｏ
特
別
表
彰

（則
％
三
回
達
成
）

相
内
小
学
校

ｏ
加
入
団
体
表
彰

（Ш
％
加
入
）

ア
ト
ム
保
育
園

ｏ
感
謝
状

桂
川
町
内
会
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大

田
チ
ー

ム
が

連

覇

ふ
れ
あ
い
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
全
日
程

「
う
る
お

い
の
あ
る
健
康
生
活
を

′し、
か
ら
願

い
、
高
齢
者
の
親
善
融
和
・

健
康
の
維
持

・
運
動
の
促
進
」
を
目

大
会

（春

・
夏

・
秋

・
久

のヽ
陣
〕
が

終
了
し
ま
し
た
。

結
果
は
、
安
定
し
た
強
さ
で
大
田

チ
ー
ム
が
昨
年
に
引
き
続
き
優
勝
し

ま
し
た
が
、
参
加
し
た
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
愛
好
者
は
み
ん
な
年
齢
な
ど
感
じ

さ
せ
ず
に
、
元
気
に
ブ
レ
ー
す
る
姿

が
印
象
的
で
し
た
。

王
な
結
果
ヒ
個
人
賞
は
次
の
と
お

優
　
勝
　
　
大
田
チ
ー
ム

準
優
勝
　
　
市
浦
チ
ー
ム

第
二
位
　
　
は
ま
な
す
チ
ー
ム

〈個
人
賞
〉

☆
最
優
秀
選
手
賞

Ｉ
　
藤
　
石
　
松

一大
田
一

☆
敢
　
闘
　
賞

伊
　
藤
　
　
　
博

（市
浦
）

ひ

と

足

早

聾JX■:   |
懸 ■ぼ三涯単習

▲優勝 した太田チームのメンバー

▲秋田谷愛海さん(十 三小2年 1と おしいちゃんの又三郎さん
▲新世紀を迎え、パソコンの需要はますます高まる

470-
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「し～うらんど海遊館」も11月 のオープンより3ヶ 月を迎えました。皆さ

んの健康に対する意識はますます高くなり、 1月 や2月 の寒い中でも多くの

村民の方が訪れています。この冬場の頑張りが、春には皆さんの生活にプラ

スとして現れるでしょう。多少時間がかかるのが自然療法であるタラツテラ

ピー (海洋療法)の特徴です。

そんな中、早くも健康面や生活面で変化が現れている方がいるようです。

今回からそういった方々のインタビューもどんどん載せていこうと思いま

す。「そうそう私も」と思われる方もいらっしゃると思いますし、「え一、
うそでしょ」と思われる方もいると思いますが、記事に偽りはございません。
信じられないという方はぜひ一度タラツテラピーを当館でご体験ください。

目
扁
■
自
■

坂
井
　
清
子
さ
ん

⌒十
三
地
区
）

●
ご
利
用
期
間

オ
ー
プ

ン
よ
り
三
か
月
間

●
趣
味

ガ
ー
デ

ニ
ン
グ

・
家
庭
菜
園

（も
ち
ろ
ん
食

べ
れ
な
く
ち
ゃ
）

●
好
き
な
プ

ロ
グ
ラ
ム

エ
ア
ロ
ゾ
ル

私
は
以

前
体
調
を

崩
し
仕
事

を
す
る
こ

ず
身
体
を

か
ば
い
な
が
ら
生
活
し
て
い
ま
し
た
。

こ
こ
が
オ
ー
プ
ン
す
る
ま
で
は
、
毎

い
て
こ
れ
と
い
っ
て
継
続
的
に
運
動

を
続
け
る
こ
と
も
な
く
、
や
っ
て
も

三
日
坊
主
で
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

何
を
や
っ
て
も
疲
れ
て
し
ま
う
し
、

道
路
を
歩
く
だ
け
で
も
ハ
ー
ハ
ー
い

っ
て
し
ま
う
状
態
で
し
た
。
し
か
も
、

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
は
上
が
る

一
方

し
か
し
、
海
遊
館
が
オ
ー
プ
ン
し

主
人
と
二
人
で
通
う
よ
う
に
な
っ
て

か
ら
少
し
ず
つ
身
体
に
変
化
が
現
れ

て
き
ま
し
た
。
ま
ず
は
、
三
日
坊
主

の
私
が
三
か
月
も
運
動
を
続
け
て
い

ら
れ
る
。
こ
れ
に
は
無
理
な
く
、
楽

し
く
が
秘
訣
か
な
。
身
体
に
も
変
化

は
現
れ
ま
し
た
。
私
は
冬
に
な
る
と

決
ま
っ
て
風
邪
を
ひ
き
診
療
所
に
か

か
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
三
か
月

ま
だ

一
回
も
風
邪
を
ひ
い
て
い
ま
せ

ん
。
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
も
以
前
に

比
べ
減
少
し
ま
し
た
。

な
か
で
も
私
の
お
気
に
入
り
は
エ

ア
ロ
ゾ
ル
で
す
。
こ
れ
は
海
水
を
超

音
波
で
電
気
分
解
し
て
そ
れ
を
呼
吸

に
よ
っ
て
体
内
へ
と
取
り
込
む
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
、
く
れ
ば
必
ず
利
用
し
て

い
ま
す
。
喉
の
調
子
も
い
い
で
す
。

こ
の
よ
う
に
今
現
在
も
体
調
の
変
化

が
お
こ
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
こ
れ

か
ら
も
今
ま
で
通
り
継
続
し
て
通
い

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん

お
父
さ
ん
と

一
緒
に
。

目

扁

■

曹

■

小
山
内
　
文
明
さ
ん

⌒十
三
地
区
）

●
ご
利
用
期
間

オ
ー
プ
ン
よ
り
三
か
月
間

●
趣
味

楽
器
演
奏

（ギ
タ
ー
、
エ
レ
ク
ト

ー
ン
）
、
パ
ソ
コ
ン

●
好
き
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
、
温
泉

が
好
き
な

の
で
近
く

の
温
泉
に

い
う
運
動
は
特
に
や
っ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
ね
。
四
月
か
ら
仕
事
も
忙
じ

く
な
っ
て
く
る
け
ど
体
力
に
自
信
が

と
不
安
で
し
た
よ
っ
で
も
、
海
遊
館

に
通
う
よ
う
に
な
っ
て
か
ゎ
変
わ
っ

今
は
毎
回
自
分
な
り
に
体
と
相
談

し
な
が
ら
メ
ニ
ュ
ー
を
作
り
、
ウ
ォ

ル
ー
ム
で
の
筋
ト
レ
な
ん
か
や
っ
て

い
ま
す
け
ど
、
体
調
が
良
く
な
り
体

力
が
つ
い
て
き
た
こ
と
を
実
感
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
身
体

に
自
信
が
つ
き
ま
し
た
ね
。
夜
は
グ

ッ
ス
リ
眠
れ
る
し
、
食
事
も
お
い
し

く
食
べ
れ
ま
す
よ
。
食
べ
過
ぎ
て
し

ま
う
く
ら
い
で
す
。

仕
事
が
終
わ
っ
て
か
ら
も
通
え
る

の
で
こ
れ
か
ら
も
こ
の
ま
ま
続
け
て

つ
き
あ
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

●
出
身
地

¨
千
葉
県
勝
浦
市

（カ
ツ
オ
の
水
揚
げ
日
本

一
）

●
好
き
な
言
葉

¨
ア
ロ
ハ
、
太
陽

●
家
族
構
成

¨
朋
子

（妻
）

み
ど
り

（長
女
）

あ
か
ね

（次
女
）

熟
帯
魚
飼
育
、
買

い
物
、
写
真
、

料
理
、
ド
ラ
イ
ブ
、
釣
り
、
ダ
イ

一一一二
　一）　　一

と
こ
ろ
で
、
幼
い
頃
か
ら
海
が
い
い

遊
び
場
で
し
た
。
だ
か
ら
海
で
覚
え

た
こ
と
は
沢
山
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な

中
で
最
も
刺
激
的
で
色
気
の
あ
る
サ

ー
フ
ィ
ン
を
生
活
に
取
り
入
れ
ま
し

た
。
三
度
の
食
事
よ
リ
サ
ー
フ
ィ
ン

が
好
き
で
す
。
夏
は
毎
日
海
に
行
き

太
陽
の
日
差
し
を
浴
び
な
が
ら
ボ
ー

と
す
る
の
が
好
き
で
す
。
地
元
で
あ

る
勝
浦
で
は
ち
ょ
っ
と
は
名
の
知
れ

セ
ー
バ
ー

（海
で
の
人
命
救
助
）
で

も
あ
り
ま
す
。
現
在
は
冬
真
っ
盛
り

な
の
で
海
に
は
行
け
ま
せ
ん
が
休
日

は
映
画
を
見
た
り
し
て
い
ま
す
。
映

画
大
好
き
で
す
。
特
に
私
は
怖
い
ャ

ツ
が
好
き
で
一
人
で
部
屋
の
電
気
消

し
て
少
し
窓
を
開
け
な
が
ら
観
て
い

ま
す
。
と
に
か
く
今
は
夏
が
来
る
の

が
待
ち
遠
し
い
で
す
。
市
浦
で
の
初

め
て
の
夏
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。



新
世
紀
を
迎
え
、
村
民
の
皆
様
に

職
員
と
共
に
謹
ん
で
お
慶
び
を
申
し

上
げ
ま
す
。

ま
た
、
平
素
か
ら
消
防
業
務
の
運

営
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
格
別
の
ご

支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
平
成
十
二
年
度
の
市
浦
消

防
署
管
内
の
災
害
状
況
を
顧
み
ま
す

と
、
火
災
出
動
件
数
は
十

一
件
あ
り

ま
し
た
。
七
月
に
脇
元
地
区
の
住
宅

火
災
、
九
月
に
は
相
内
地
区
の
作
業

所
兼
休
憩
所
、
十
月
に
は
相
内
地
区

の
養
畜
舎
の
火
災
が
あ
り
、
以
上
の

損
害
額
は
、　
一
億
五
千
六
百
七
十
四

万
四
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
あ
と

は
、
小
泊
村
へ
の
応
援
出
動
、
原
野

火
災
、
廃
船
火
災
等
と
な
っ
て
い
ま

す
。救

急
出
動
件
数
は
百
十
三
件
あ
り
、

急
病
五
十
八
件
、
転
院
及
び
医
師
搬

送
の
二
十
二
件
、
交
通
事
故
十
三
件
、

一
般
負
傷
等
十
三
件
、
労
働
災
害
三

件
、
水
難
二
件
、
加
害

一
件
、
そ
の

他
が

一
件
あ
り
、
出
動
件
数
は
昨
年

度
と
比
べ
十
六
件
の
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。
病
院
に
搬
送
さ
れ
た
人
員
は

百
五
人
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
四
月
に
は
十
三
湖
大
橋
下

付
近
で
魚
釣
を
し
て
い
た
男
性
が
釣

竿
を
持
っ
た
ま
ま
湖
に
入
り

（原
因

不
明
）
行
方
不
明
と
な
り
、
関
係
機

関
が
懸
命
の
捜
索
を
し
ま
し
た
が
、

残
念
な
が
ら
遺
体
で
発
見
さ
れ
て
い

ま
す
。

そ
の
後
は
、
大
き
な
災
害
も
な
く

年
を
越
す
事
が
で
き
ま
し
た
の
も
、

地
域
住
民
皆
様
の
日
頃
か
ら
の
防
火
、

防
災
に
対
す
る
ご
協
力
の
賜
物
と
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

消
防
人
と
し
て
火
災
現
場
で
の
消

火
活
動
は
勿
論
、
救
急
患
者
の
救
命
、

交
通
事
故
、
救
助
等
各
種
災
害
に
対

応
す
る
た
め
に
職
員
を
県
消
防
学
校

に
入
校
さ
せ
て
、
高
度
技
術
を
習
得

さ
せ
、
職
員
の
士
気
と
資
質
の
向
上

を
図
っ
て
い
ま
す
。

村
当
局
に
は
財
政
の
非
常
に
厳
し

ル

（救
助
機
材
）
を
購
入
し
て
い
た

だ
き
、
十
月
に
発
生
し
た
交
通
事
故

で
は
、
こ
の
機
材
を
最
大
に
活
用
し

て
負
傷
者
を
無
事
、
救
助
救
出
し
、

救
命
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
は
、
地
域
住
民
が
負
傷
者
に

直
面
し
た
と
き
、
救
急
隊
が
現
場
へ

到
着
す
る
ま
で
の
間
、
い
か
に
的
確

な
対
応

⌒応
急
処
置
）
が
で
き
る
か

が
救
命
率
の
向
上
に
左
右
さ
れ
る
の

で
、
そ
れ
ら
に
対
処
す
る
た
め
の
応

急
処
置
の
普
及
啓
発
を
地
域
住
民
に

進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
る
。

「災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く

る
」
の
で
は
な
く

「災
害
は
忘
れ
た

今
年
も
人
命
の
尊
重
を
基
本
と
し
、

少
子
、
高
齢
化
社
会
に
対
処
す
る
た

め
、
福
祉
と
消
防
を
重
点
と
し
、
消

防
署
に
設
置
さ
れ
て
い
る
テ
レ
ビ
電

話
等
を
通
し
、
在
宅
寝
た
き
り
家
庭
、

老
人
家
庭
へ
の
予
防
巡
回
等
、
ま
た
、

消
防
団
、
防
火
ク
ラ
ブ
等
と
の
連
携

を
図
り
な
が
ら
消
防
力
の
強
化
と
福

祉
行
政
へ
の
協
力
、
地
域
ぐ
る
み
の

消
防
防
災
体
制
づ
く
り
を
し
、
日
頃

か
ら
の
高
齢
者
世
帯
に
日
配
り
す
る

こ
と
も

一
層
重
要
に
な
り
ま
す
。

「住
ん
で
よ
か
っ
た
、
こ
れ
か
ら

も
住
ん
で
い
た
い
」
と
感
ず
る
市
浦

村
づ
く
り
を
し
、
地
域
住
民
か
ら
信

頼
さ
れ
る
消
防
人
と
し
て
職
員

一
同

よ
り

一
層
努
力
す
る
所
存
で
あ
り
ま

す
の
で
、
地
域
住
民
皆
様
の
ご
指
導

と
、
ご
協
力
お
願
い
申
し
上
げ
新
年

の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

地
域
と
連
帯
し
た
消
防
活
動

市浦消防署長

小山内 清 春

(9)暉 ι多ろ

市浦村議会第 4回定例会

平成12年市浦村議会第 4回定例会は、12月

11日 か ら15日 まで開催され、次のことが審議

★予算関係

平成12年度市浦村一般会計補正予算 (第 3号 )

ほか 4件

◎追加 された主な もの
パス待合所設置工事      7,500,00o円
適地適作推進事業補助金    71428,000円
中山間地域等直接支払交付金  6,9851000円
市浦小学校線道路改良事業  73,000,000円
★条例関係

◎市浦村一般職員の給与に関する条例の一部
を改正する条例

★人事関係

◎市浦村教育委員会委員の選任

斎藤敏彰 (脇元)再任

奈良 豊 (太 田)新任
★その他

◎字の区域の変更について

◎西北五環境整備事務組合規約の一部を変更

する規約について

★議会選挙

◎市浦村選挙管理委員会委員同補充員

委  員

柏谷美智雄、上野伊仁治、相坂利雄、

自川行雄

工藤理一、成田義雄、山田清作、豊島金一

★議員発議

◎市浦村農業委員会設置並びに委員定数条例
の一部を改正する条例

★一般質問
一般質問は、三和孝治議員、三和均議員、福

井俊美議員、葛西敬太郎議員、中畑藤雄議員の

五議員が行い次のことを質問 しました。

◆三和孝治議員

①畜産振興公社の経営改善計画について
②一般廃棄物処理施設について
③相内太田鏡線の道路改良について
④脇元公民館の新築計画について
⑤しうら広報の縮刷版の発行について
◆三和均議員
①市町村合併と過疎地域自立促進計画につい

②地域産業の振興について
③教育の振興について
④地域文化の振興について
◆葛西敬太郎議員
①市町村合併について
②小学校の統合に関することについて
◆福井俊美議員
①新ゴミ処理施設について
②国勢調査の速報について
③サケマス養殖事業について
④し～うらんど海遊館について
◆中畑藤雄議員
①脇元バイパスの整備促進について
②し～うらんど海遊館について



結
核
は
過
去
の
病
気
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
、
今
は
そ
う
で
は
な

く
な
り
ま
し
た
。
図
の
と
お
り
平
成

九
年
以
降
、
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

結
核
の
感
染
は
結
核
菌
を
も

っ
て

い
る
人
が
く
し
ゃ
み
や
咳
を
す
る
こ

と
で
空
気
中
に
結
核
菌
が
放
出
さ
れ
、

そ
れ
を
吸

い
込
む
こ
と
で
お
こ
り
ま

す
。
し
か
し
、
結
核
菌
を
吸

い
こ
ん

脚却ω
ｍ　
ｍ　
ｍ　
脚　
Ш

酔ｍ
ｍ

４５

“

３５

側
　

　

　

　

田

が
目
立
ち
ま
す
ｃ

事
業
所
に
契
約
し
て
い
る
労
働
者

で
あ
れ
ば
、
そ
の
事
業
所
で
検
診
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、

事
業
所
に

一
定
期
間
だ
け
個
人
契
約

を
し
て
い
る
出
稼
ぎ
労
働
者
は
事
業

所
で
実
施
し
て
い
る
検
診
を
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。
ま
た
通
年
、
出
稼
ぎ
で

家
に
い
な
い
た
め
、
各
市
町
村
で
実

施
し
て
い
る
検
診
を
受
け
る
機
会
も

な
い
こ
と
も
重
な
り
、
全
く
検
診
を

受
け
る
こ
と
が
な
い
こ
と
に
な
り
ま

す
。
そ
し
て
、
咳
や
体
の
だ
る
さ
が

▼
お

誕

生

優
　

花

（磯

松

）

寧

々
香

（
十

一こ

紗

　

耶

（
十

三
）

朱

　
美

（
十

三
）

佳

　
立
日

（脇

元

）

瑛

　

士

（相
内

）

出
始
め
て
、
病
院
に
行
く
と
結
核
に

な

っ
て
い
た
と

い
う
例
が
ほ
と
ん
ど

だ
か
ら
で
す
ｃ

結
核
に
感
染
し
た
か
ら
と

い
っ
て

全
て
の
人
が
感
染
源
と
な
る
わ
け
で

あ
り
ま
せ
ん
。
結
核
を
他
の
人
に
う

つ
す
病
状

の
人
と
、
う

つ
す
恐
れ
の

以
上
の
こ
と
か
ら
も

一
年
に

一
回

は
肺
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
写
真
を
と
る
こ

と
、
そ
し
て
二
週
間
以
上
、
咳
が
続

く
よ
う
で
あ
れ
ば
、
早
め
に
病
院
で

診
察
し
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

る
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

結
核
菌
に
感
染
し
て
も
健
康
な
人
の

多
く
は
発
病
し
な
い
で
す
み
、
発
病

す
る
の
は
約
三
割
で
す
。
ま
た
発
病

す
る
期
間
は
感
染
後
二
年
以
内
が
多

く
、
ま
れ
に
二
年
以
上
経
っ
て
か
ら

発
病
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

結
核
を
予
防
す
る
に
は
定
期
検
診

と
早
期
受
診
が

一
番
で
す
。
最
近
、

五
所
川
原
保
健
所
管
内

（西
北
五
地

域
）
で
通
年
の
出
稼
ぎ
者
の
結
核
発

生
、
特
に
重
症
で
見
つ
か
る
ケ
ー
ス

浦 後
暑 踏

萬 吉 松 山 松 青
轟

簾 石 卜 村 太 安 山
  中 和 畑

田 藤 田 谷 谷 田 田 本 村 山 部 谷 田 洋 元 田 藤 田
壬 琉 `健え複
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武
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司
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二
十

一
世
紀
を
迎
え
た
途
端
ド
カ

雪
と
な
り
、
十
三
年
ぶ
り
の
大
雪
と

か
。　
一
日
の
始
ま
り
が
雪
投
げ
か
ら

始
ま
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
村
で
も
九
年
ぶ
り

に
豪
雪
警
戒
対
策
本
部
を
設
置
し
た
。

今
年
の
雪
に
は
う
ん
ざ
り
‥

・。

今
月
号
か
ら

「地
域
づ
く
り
は
人

づ
く
り
、
人
づ
く
り
は
生
涯
学
習
」

と
題
し
、
教
育
委
員
会
だ
よ
り
を
掲

載
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
教
育
委

員
会
で
行
う
事
業
な
ど
を
紹
介
す
る

ペ
ー
ジ
と
し
て
定
着
さ
せ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
言
一不
）

結

婚
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み
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勝
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ゆ
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京
）

貴
　
一
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田
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英
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（野
辺
地
）

良
　
太

（千
　
葉
）

由
香
子

（脇
　
一こ

一　
昭

（相
　
内
）

真
　
美

（岩
　
手
）

譲

（三
　
重
）

千
　
穂

（十
　
一こ



市浦村の人口と世帯数  平成1321現在

スポーツ安全保険は、傷害保険 と賠償責任及び共済見舞金を組み合わ

せた総合補償制度で、グループの皆様や指導者の方々が安心 して活動で

きるように、スポーツ活動だけでなくコーラス、料理教室、地域活動な
どの文化活動 も対象とな ります。

万一の事故に備えて、ぜひこの保険へのご加入を。

I受付期間l 平成13年 3月 より

:保険期間l 平成13年 4月 1日 ～平成14年 3月 31日

I掛  金】 中学生以下の団体(1人 )・ ………… 450円

大人の団体 (1人 )・ ………・・…… 1,400円

【補償金l 入 院・………………1日 につき4,000円

通 院・…………̈ …1日 につき1,500円

*こ の他、老人クラブ団体等の加入も受付しています。

(お 間い合わせ先》市浦村教育委員会 生涯学習係 (a62-3751)

≪回収します≫
あむたの日の自い電田田

NTT東 日本では地球環境の保護のため、古 くなった電話帳を積極的

に回収 して、資源のリサイクルを図っています。

新 しい電話帳 (3月 中にお届け予定)を 受け取 られた際に、古い電話

帳 を配達員にお渡しください。

また、配達員に渡せなかった方には、後 日改めて回収に伺いますので、

下記「タウンページセンター」 までご連絡 ください。ご協力をお願いい

たします。

1問い合わせ先】 タウンページセンター

(フ リーダイヤル0120-506309)

‐471



今
年
四
月
に
開
校
す
る
市
浦
小
学
　
　
　
審
査
の
結
果
、
校
章
は
宮
城
県
名
　
　
校
歌
を
テ
レ
ビ
で
紹
介
し
て
い
る
岡

校
の
校
章

・
校
歌
が
決
ま
っ
た
。　
　
　
　
取
市
の
山
田
直
人
さ
ん
の
作
品
が
、　
　
　
田
照
幸
さ
ん

（青
森
放
送
音
楽
プ
ロ

昨
年
八
月
に
作
品
募
集
し
た
と
こ
　
　
校
歌
は
埼
玉
県
東
松
山
市
の
保
泉

一　
　
　
デ
ュ
ー
サ
ー
）
が
行
う
。

ろ
、
校
章
に
は
三
十
五
点
、
校
歌
に
　
　
生
さ
ん
の
作
品
が
採
用
さ
れ
た
。
校
　
　
　
市
浦
小
学
校
の
シ
ン
ボ
ル
と
も
い

は
二
十
二
点
の
応
募
が
あ
っ
た
。　
　
　
　
歌
の
作
曲
は
、
青
森
県
下
の
小
学
校
　
　
え
る
、
校
章
と
校
歌
を
紹
介
し
ま
す
。

原作者 山田 直人  補作者 田中 和弘

【作品説明】
市浦村の「市」をモチーフに十三湖をとりまく豊かな

自然と学校 家庭・地域の連帯をイメージ。自然と調

和に育つ子どもの知性・個性・倉l造 性を未来へはばた

く鳥の姿に象徴 した。

校中躙‐‐帥
細
一
凱い品一購劇鼎一̈帥闘

1■ヽ

τ

枝

校

歌 ‐

権 株
崎 劇

日 爆

口 永

幸 生

■校章・校歌選考審査委員

所 属 ・ 職 名 氏 名

相 内 小 学 校 長 川 浪 孝 雄

大 田 小 学 校 長 楠 美 和 子

脇 元 小 学 校 長 中 谷   豊

十 三 小 学 校 長 鍋 田   元

市 浦 中 学 校 長 宮 本 紘 典

教育委員会委員長 丁子谷   悟

教 育 委 員 青 山   香

教 育 委 員 斎 藤 敏 彰

教 育 委 員 白 川 孝 治

教育委員会教育長 木 村 義 光

学 識 経 験 者 豊 島 勝 蔵

学 識 経 験 者 田 中 和 弘

学 識 経 験 者 三 和 孝 徳

-471


